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               審   査   の   要   旨 
 
 本研究は、宿泊施設が集積する地域がどのように変容するのかを追究したものである。観光地理学の分野で
は、バブル期までの時期に、こうした集積地域がどのように発展してきたのかについて多くの研究成果があげ
られてきた。しかし、バブル崩壊以降の宿泊施設集積地域は衰退傾向を示すことが多く、さらにペンション集
積地域自体も研究の対象とされることはほとんどなかった。それに対して、本研究はまず日本全体のスケール
で、ペンション集積地域の空間的分析を通じて集積プロセスを解明した。さらに、長野県須坂市に位置する峰
の原高原において全てのペンションに聞き取り調査を実施し、ペンション集積地域の変容にみられる特徴を解
明した。とくに、ペンション集積地域内に異なった経営内容のペンションが共存するようになったことが示さ
れた。この事実は、マス・ツーリズムからオルタナティブ・ツーリズムへと行動パターンが変化する中で、ペ
ンション集積地域内外の諸条件と関係してもたらされた。また、ペンションが持つ宿泊施設としての特性を加
味しながら考察したことは、観光学の研究に重要な知見をもたらす成果である。さらに、宿泊施設の経営に着
目して、停滞している宿泊施設集積地域の意味を地域的に説明しようとする研究手法は、従来の観光地理学の
分野に新たな方法論を加えるものとして高く評価できる。 
 
 
 平成２７年２月５日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び学力の確認
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
